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概要

このドキュメントでは、Cisco Virtualized Voice Browser(CVVB)Real Time Reportingアプリケー
ションの問題をトラブルシューティングする方法について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

CVVB●

Microsoft Windows Server●

使用するコンポーネント

 このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。

CVVBバージョン11.0(1)●

Windows Internet Explorer(IE)バージョン8、IEバージョン11●

Java version 7 Update 40、Java version 7 Update 51以降●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認してく
ださい。

Real Time Reportingアプリケーションが起動しない



症状

[CVVB管理]ページの[ツール]メニューの下の[リアルタイムレポーティング]オプションを選択する
と、リアルタイムレポーティングアプリケーションは起動しません。

このメッセージは、Java 7 update 4.0よりも前のバージョンがインストールされている場合に表
示されます。

ステップ1：メッセージをクリックし、[このコンピュータの全ユーザに対してこのアドオンをイ
ンストールする]を選択します。セキュリティ警告ウィンドウが表示されます。

ステップ2:Javaバージョンを更新します。[install] を選択します。

ステップ3：次の[Java Setup - Welcome]ウィンドウで、[Install] >を選択します。



ステップ4：インストールが完了したら、 Javaセットアップ – 完了 ウィンドウ選択閉じる.



ステップ5：表示されたウィンドウから[Add]を選択します。



Javaバージョンを確認するための新しいウィンドウが表示されます。これはオプションです。
Javaのバージョンを確認する必要はありません。

ステップ6：ブラウザの再起動に進みます（すべてのブラウザウィンドウを閉じて、再度開きます
）。

ステップ7:CVVBの管理ページの「ツール」メニューから「リアルタイムレポート」を選択します
。 

[Java Update Needed]ウィンドウが表示されます。

ステップ8:[Do not ask again until the next update is available]の横にあるチェックボックスをクリ
ックし、[Later]を選択します。

次のウィンドウは、サイトが信頼できないことを示しています。

ステップ9:[続行]を選択します。



アプリケーションはセキュリティ設定によってブロックされています。

ステップ10:[OK]を選択すると、エラーが表示されます。

解決方法

この問題を解決するには、ブラウザを起動するコンピュータから次の手順を実行します。

ステップ1:[Start] > [All Programs] > [Java] > [Configure Java]の順に選択して、[Security]タブを選
択します。

ステップ2：セキュリティレベルを[Medium]に下げて、すべてのJavaアプリケーションを実行で
きるようにします。



ステップ3:CVVB管理ページの「ツール」メニューから「Real Time Reporting」を選択します。

ステップ4:[セキュリティ警告]ウィンドウで[続行]を選択します。

  



新しいセキュリティ警告ウィンドウが表示されます。

ステップ5:[I accept the risk and want to run this application]チェックボックスをクリックし、
[Run]を選択します。

Real Time Reportingアプリケーションが起動します。



Real Time Reporting ApplicationがJavaセキュリティでブロック
されている

症状 

Javaバージョン7 Update 51以降を使用するリアルタイムレポートアプリケーションは、Javaセ
キュリティによってブロックされます。



解決方法

CVVBのURLをJava例外リストに追加します。

次に、アプリケーションURLを例外サイトリストに追加したときにアプリケーションを実行でき
る場合を示します。

アプリケーション証明書が信頼された証明機関から署名されていません。●

アプリケーション証明書はローカルでホストされます。●

Jarファイルにアクセス許可マニフェスト属性がありません。●

アプリケーション証明書の有効期限が切れています。●

アプリケーション証明書の失効を確認できません。●

注：高(デフォルト)セキュリティレベルでは、古いバージョンのJavaで署名されていない
Javaアプリケーションおよび自己署名のJavaアプリケーションを実行できません。

例外リストの詳細については、こちらを参照してください。

この問題を解決するには、ブラウザを閉じて、ブラウザを起動するコンピュータの例外リストに
CVVBホスト名URLを追加し、次の手順を実行します。

https://www.java.com/en/download/faq/exception_sitelist.xml


ステップ1:[Start] > [All Programs] > [Java] > [Configure Java]の順に選択します。

ステップ2:Javaコントロールパネルの「セキュリティ」タブを選択します。  ウィンドウの下部で
、[サイトリストの編集]を選択します

ステップ3:[Exception Site List]ウィンドウから[Add]ボタンを選択します。



ステップ4:[Location]の下の空のフィールドをクリックし、URLを入力します。

注：URLはhttp://またはhttps://で始める必要があります

例:

http://myexample.com または https://myexample.com

http://myexample.com


ステップ5:[OK]を選択し、入力したURLを保存します。[キャンセル]を選択すると、URLは保存さ
れません。

ステップ6:[セキュリティ警告]ダイアログが表示されたら、[続行]を選択します。

Real Time ReportingアプリケーションがJavaセキュリティでブロックされなくなりました
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